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機械幅を１０００�短縮設置面積も％削減
　航空宇宙、医療、半導体
などの分野で求められる、
複雑かつ高精度な加工に適
した複合加工機。最大で径

×長さ の加
工対象物（ワーク）を切削
する。心間は を標
準としつつ、従来機に比べ
機械幅を 短縮し、
小型化を実現。据え付け面
積も約 ％削減した。
　機械構造で回転軸を直接
回す高出力モーター、熱変
位を抑える八角形の往復

台、モーター内蔵の刃物台
を採用し、小型や中型の部
品を高精度に加工する。第
１主軸と第２主軸を同じ仕
様にして、工程振り分けの
自由度を高め、主軸の送り
速度は毎分 と高速化し
た。剛性の高いベッドによ
り、複合加工機では珍しい
３点支持構造も採用してい
る。
　ドア開口部を大きくと
り、十分な作業空間を確
保。心押し台、第２主軸、

第２刃物台、ミーリングの
組み合わせで６機種をそろ

え、専用機からの置き換え
も容易にした。

ＴＨＫ免震モジュールＴＧＳ型

震度７を震度３レベルに抑制
　免震は建物と基礎との間
に免震装置を設置し、地盤
と切り離すことで、地震の
揺れを直接伝えない仕組
み。ＴＨＫの免震装置は同
社が開発した直動案内機器
を十字に組み合わせた構造
で、前後左右に動いて地震
の揺れを受け流す。震度７
を震度３のレベルに抑えら
れる。
　幅 、奥行き
、高さ のモジュ

ールを積載物の形状に合わ

せて自由に連結して構築す
る。１モジュールあたりの
最大荷重は 。揺れ
の減衰装置やバネによる復
元機構を内蔵しており、重
量物を搭載した状態でも優
れた免震性能を得られる。
モジュールの質量が軽いた
め、設置施工も容易にでき
る。
　東日本大震災を受け、官
公庁舎、通信施設、オフィ
スビルを中心に免震、制震
構造の需要が急速に高まっ

ている。ＴＨＫは同モジュ
ールをコンピューター用の
サーバラックや半導体製造

装置などの免震向けに採用
を提案する。
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シャープタンパク質分析装置の開発、販売
　 種類以上のたんぱく
質を全自動で短時間に分析
する装置。たんぱく質の性
質である「電荷」と「分子
量」の違いにより２次元的
に分離する「２次元電気泳
動法」に基づき開発した。
　１次元目用のゲルに分析
する試料を乗せ、装置で
の電圧を制御して印加

すると、電荷の違いにより
試料に含まれるたんぱく質
が分離する。液晶や半導体
向け製造装置開発で培った
マイクロメートル単位の制

御技術を応用し、従来手作
業で２―３日を要していた
分析時間を 分程度に短
縮できる。
　健常者と病人のサンプル
から分離するたんぱく質の
違いを見ることで、病気に
関するたんぱく質の発見が
期待できる。また、抗体医
薬などたんぱく質医薬の製
造管理やアレルゲン検査、
食品分析など、産業分野へ
の応用拡大の可能性もあ
る。
　早期に年間 台の販売

を目指しており、約 人の
専任営業を今年度内に組織

する。将来、海外展開も検
討している。

チタン加工に威力工具寿命も４倍に

牧野フライス製作所同時５軸マシニングセンタ　Ｔ２
　チタン合金など難削材の
加工に特化した。航空機関
連の大型部材加工向けの主
力機として位置付けてい
る。軸を上下方向に
度傾けられる高剛性チル
ティング主軸を採用し、同
時５軸では難しかった重切
削を可能にした。工具寿命
も従来機に比べ４倍に向上
した。
　主軸回転速度は毎分
回転で、切削送り速度は最
大毎分１万 。主軸
は最大トルク 。
横、縦、奥行きの軸にすべ

り面案内方式を採用し、剛
性と振動の減衰性能を高め
た。
　機械の振動につながる諸
要素を常時検出し、機械動
作を滑らかに制御する機能
を搭載した。切削による振
動を抑え、良好な加工面と
工具寿命の延長に効果を発
揮する。
　工具先端から高圧・大容
量の切削液を吐出する。工
具の刃先の潤滑とともに、
刃先への切りくずの溶着と
熱的な損傷を抑える。

次世代ネットワーク製品ＵＮＩＶＥＲＧＥＰＦシリーズ（プログラマブルフロー）ＮＥＣ

ネット制御の新技術世界に先駆けて採用
　情報量が加速度的に増大
するビッグデータ時代に対
応する通信制御方式を採用
した次世代ネットワーク製
品。ネットワーク制御の新
技術「オープンフロー」を
世界に先駆けて採用。最適
な通信経路を自動的に選択

する。
　通信経路を決めるスイッ
チに一体化されていた制御
機能を分離し、ネットワー
クを集中管理するコントロ
ーラーと、経路切りかえ機
能に特化したスイッチの二
段階構造とした。通信量や
データ特性に応じた最適な
経路を判断して指示を出
し、通信負荷の急増や通信
経路の異常が発生しても高
品質で安定したサービスを
実現できる。
　従来のような複雑なネッ
トワーク構成が不要とな
り、運用の手間やコストを
大幅に削減できる。同装置
の導入は、従来の専用プロ
トコル（通信規約）による
自律分散型ネットワーク
を、オープンで拡張性の高
い集中管理型へと転換させ
る可能性を秘めている。
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日立製作所スポットスキャニング照射方式を搭載した「陽子線治療システムＰＲＯＢＥＡＴ―�」

がん患部を特定して陽子線スポット照射

　日立製作所は、がん患部
を特定して陽子線を照射す
る「スポットスキャニング
方式」を世界で初めて開
発。この機能を搭載した陽
子線治療システム「ＰＲＯ
ＢＥＡＴ― 」を 年２
月に発売した。
　がん治療法として陽子線
で患部を壊死（えし）させ
たり増殖能力を失わせる手
法が注目されている。ただ
従来の治療器では表皮から
患部までの健全細胞への悪
影響が避けられない。
　スポットスキャニング技

術は、加速度を加減するこ
とで陽子の線量放出ピーク
を体内の任意の位置に設定
できるのが特徴。臓器など
患部が動くケースでも動態
追跡を併用して照射が可
能。３次元的に患部を特定
できるため健全部の被ばく
を最小限に抑えられる。
　さらに陽子線の振り幅を
従来方式の 角を大
きく上回る最大 角
に拡大。患者の負担や装備
替えの手間を軽減した。す
でに内外で複数の病院から
受注している。

オークマ５軸制御立形複合加工機ＶＴＭ―１２００ＹＢ
　５軸マシニングセンター
（ＭＣ）の加工と旋盤加工
を一台でこなす「工程集約
機」。成長産業である航空
機やエネルギー関連などの
大径複雑形状の加工対象物
（ワーク）で求められる加
工時間の短縮や、耐熱合金
など難削材の加工能率向上
に対応し、変種変量生産で
短納期という製造現場のニ
ーズに応えられる。
　汎用的な鋼素材Ｓ Ｃの
重切削では、５軸ミーリン
グで毎分直径 立方
、旋削の外径加工では

平方 （ともに実測
値）を実現した。高剛性３
軸コラムフィード構造や高
馬力Ｍ主軸、全軸ローラー
リニアガイドの採用で高能
率の加工を可能にした。
　同機は室温変化が８度Ｃ
で経時加工寸法変化
と、安定した加工精度を維
持する。手動運転、自動運
転にかかわらずあらゆる場
面で機械の衝突を検知し回
避できる。人間工学の観点
から操作性を高める「プレ
ミアムデザイン」を採用し
た。

変種変量で短納期現場のニーズ対応

旭硝子自動車のフロントドア用ＵＶカット強化ガラスＵＶベールＰｒｅｍｉｕｍ

女性の声多く反映ＵＶを％カット

　旭硝子は、紫外線（Ｕ
Ｖ）を約 ％カットできる
自動車のフロントドア用強
化ガラス「ＵＶベールＰｒ
ｅｍｉｕｍ」を世界で初め
て製品化した。ＵＶカット
率が約 ％の従来品は、Ｕ
Ｖ吸収剤をガラスに練り込
んでいた。今回の製品は、
従来品にさらに独自開発し
た高性能ＵＶ吸収膜を形成
することでＵＶカット率を
高めた。ＵＶを受けると赤
く変色するＵＶチェッカー
でテストすると、ＵＶベー

ルＰｒｅｍｉｕｍを通して
ＵＶを照射した場合にはほ
とんど変色せず、性能を実
証した。
　製品開発には女性の声が
多く反映された。同社が女
性を中心としたドライバー
に調査した結果、車の窓周
りで不満に感じることで
「ＵＶが気になる」が最多
だった。これを踏まえ、女
性社員が中心となり企画や
プロモーションを実施し、
商品化した。
　トヨタ自動車のハイブリ

ッド車「アクア」をはじめ
スズキやスバルの一部の車

種に用いられ、採用が広が
っている。

　スポット溶接工程のサイ
クルタイム（作業時間）を
従来比 ％短縮し、世界最
高水準の生産スピードを実
現した。自動車の溶接工程
は、プレス加工された鋼板
同士を溶かして接合し、車
体の基本部分を組み立て
る。車１台分の溶接には数
百台以上のスポット溶接用
ロボットを使って約 点
の溶接が必要。このためロ
ボット単体のサイクルタイ
ム短縮が完成車の生産性向
上に大きく寄与する。

　不二越はアームの加速度
を最大限に高めることでサ
イクルタイムを大幅に短縮
し、 点のスポット溶接に
かかる時間を従来機種
秒に対し、新機種は 秒
に縮めた。アームの加速度
の向上は、本体を従来機種
比 ％軽量化し、同 ％高
剛性化して実現。軽量化す
ると剛性が弱くなる課題を
克服するため、溶接用途に
最適な構造に見直した。動
作位置の繰り返し精度は同
２倍に高めた。
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　ロボット自らが動作する
時の振動を抑え、俊敏な動
作を実現する「学習」機能
を備える。ロボットのアー
ムは、高速で駆動すると停
止時に振動が大きくなる。
学習ロボットは、振動を抑
えたい箇所に加速度センサ
ーを取り付け、プログラム
を実行するだけで学習を実
行する。特別な測定器や操
作は不要。学習を行った後
に教示位置の微調整を行っ
ても、学習効果を維持す
る。教示位置を大きく修正

した場合でも、変更した教
示位置以外は学習効果が維
持される。
　スポット溶接に適用した
場合、動作時間を従来比
％短縮する。スポット溶接
は動作時間がそのまま生産
性に影響するため、動作時
間の短縮が求められてい
る。
　ロボット１台あたりの生
産能力が高まり、少ないロ
ボットでスポット溶接ライ
ンを構成でき、システム費
用の削減に寄与する。ま

た、揺れやすい重い治具や
加工対象物（ワーク）の搬

送にも効果があり、従来よ
りも搬送速度が上がる。
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